
第１回 燕市産業振興協議会 議事録 

 

                   日 時：令和７年８月２５日(木) 

                       1 4 時 3 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分 

                   会 場：市役所４階 会議室 401  

 

参加者：田野委員（燕商工会議所 会頭） 

星野委員（つばめ商工会 会長） 

中島委員（つばめ商工会 副会長） 

小林委員（日本金属洋食器工業組合 理事長） 

池田委員（日本金属ハウスウェア工業組合 理事長） 

鳥部委員（協同組合つばめ物流センター 代表理事） 

本間委員（燕商工会議所 工業部会 部会長） 

山村委員（燕商工会議所 女性部会 部会長) 

平出委員（つばめ商工会 商業部会 部会長) 

後藤委員（つばめ商工会 工業建設部会 部会長) 

外山委員（第四北越銀行 燕支店長) 

池内委員（協栄信用組合 理事長） 

関本委員（巻公共職業安定所 所長) 

澁川委員（公益財団法人燕三条地場産業振興センター 専務理事) 

田中委員（日本労働組合総連合会 新潟県連合会 県央地域協議会 

 議長） 

遠藤委員（燕市副市長） 

 

事務局：産業振興部長、商工振興課長他 

 

会議次第： 

１．開 会  

 

２．副市長あいさつ 

今回 4名の委員の方が交代されたので、あらためてこの協議会の立ち位置を

お話させていただきたい。 

この協議会は効果的な産業施策の推進に寄与するために設置されており、基

本的には年 2回会議を開催。1回目は新年度予算の編成が始まる前の時期に、今

ある課題に対してどのような施策を推進していくべきかについてご意見を頂戴

する会議、2回目は年度末 3月に 1回目の会議を踏まえて、どのようなかたちで

施策に反映したかを皆様方にお伝えをして、またその時々の業況について情報



交換をさせていただく会議となっている。そのほか 5年前のコロナ禍など地場

を大きく揺るがすような出来事があった際に臨時的にお集まりいただいて、地

場産業を守っていくためにどのような対応をしていくべきかを議論させていた

だく会議体でもある。本日は事前にお示ししたテーマに沿ってお話いただくと

ともに、トランプ関税や物価高についても肌感覚でお話いただけると幸い。 

 

３．議 題 

（1）燕市の今年度事業の展開等について（報告） 

  燕市産業振興部商工振興課より燕市の今年度事業の展開等について報告が

あった。 

 

（2）新年度施策に向けた意見交換 

■米国の関税措置について 

・大手は 10％ぐらいであれば値上げをせずに自社のコストダウンで対応でき

ると言われていたが、15％と中途半端に決定してしまった。 

・中国の消費に関して一律 30％の関税が決定して、クリスマスなどおもちゃ

関連の大半が中国製のため、小売価格を足並み揃えて 30％あげたという実態

があり、今は 1 ドル 75 セントショップが 2 ドル 20 セントショップになって

きている。 

・関税といえば、国が中国からくるステンレスに対して関税をかけているが、

もともとステンレスは国内物と輸入物にすごく差があるもの。国内ステンレ

スメーカーを守るために国が中国産に関税をかけているが、その影響を受け

るのは我々メーカーであり、守る相手が違うと思う。 

・名古屋商工会議所の米国関税に関する緊急アンケートでは、プラスの影響は

1％ない、ほぼほぼマイナスの影響が出るとの結果だった。燕の影響が今少な

いとしても、やはり取引があれば間接的に影響が出てくるのではないかと思

う。 

・自動車関係では地元で既に廃業、倒産が出てきている。自動車に偏った仕事

をしているところではリーマンショック以降最悪の状況、本当に仕事がない

というところもあり、そういうところではもう信用保証料補給とかそういう

問題ではなくなっている。 

・県内全店で主要先にアンケートをしているが、今のところ影響は少ないとい

う認識。問題はこれから米国関税でアメリカ経済自体がどうなっていくのか、

またそれによって金利がどうなるのかといった点。今後どういった影響が出

てくるか注視していくべきと思っている。 

 

■人材確保、職場環境整備について 

・大変厳しい状況。新卒はある程度取れているが、インターンシップなど費用



や手間のかかるやり方を続けていかなくてはならない。特に 4割を占める製造

業の人材を確保するのはかなりの競争。今後が心配。 

・遮熱断熱の補助金は屋根の施工が条件になっているが、建築費用が上がって

おり、補助金が（一般的に）下がってくる中で逆に費用は上がっていっている

状態。暑さ対策において効果的な何かを情報提供いただいたり、補助金を強化

いただけるとありがたい。今は若い人たちが選ぶ側なので、そういった環境整

備が人材確保につながってくると思う。 

・遮熱断熱の補助金の対象は屋根および壁だが、先代・先々代から受け継いだ

古い工場は窓が多く、大きい窓だらけでどうやっても熱気・冷気が逃げてしま

う。こういった窓の施工についても補助金を出していただけるとありがたい。 

・人材が大事。古い研磨工場を受け継ぎ、とても環境がいいと言えるものでは

ないが、そこで働く人に長く働いてもらいたいという想いから、これから国の

補助金を活用して新しい研磨工場を建てる予定。若者や女性の人口流出を少し

でも防ぐためにも、働く環境を整えていきたい。 

・正社員が退職するピークは 30 歳前と 50 歳台。問題は若いほうで、給料が安

いので都会などに出ていくというのが多くある。最低賃金が 1050 円になって

もまだ低いと感じている。周りの富山、長野、群馬のほうがまだまだ高く、そ

こに向けて出ていくというのは現実としてある。ただ上げるにしても急激な変

化は困るだろう、それを吸収するにしても企業努力では限界もあるし、DX や

省人化するにしても中小企業では難しいところもあると思う。 

・連合としては価格転嫁をしてくださいとお願いしている。中小だと親会社に

値段上げてくれというのは言いにくいところもあると思うが、今は親会社のほ

うもある程度理解がある環境ではないかと思うので、価格転嫁も考えていただ

きたい。 

・求人情報で一番多いのが 1050 円から 1100 円くらいなので、最低賃金が上が

っても求人状況はすぐには変わらないと思うが、やはり急激な変化は雇止めと

かある可能性があるのでそのあたりは注意する必要があると考えている。 

・求人は昨年からほぼ横ばい、求職は今年 2月から増加傾向で他の地域と比べ

ると求人倍率が下がってきている。年齢別でいうと 60 歳以上が全体の 33％、

3人に 1人が 60 歳以上というような状況になっている。 

・新規高卒については、求人はほぼ同数、就職希望は管内高校で昨年比 12 名

減ということで新卒採用は一段と厳しさが増している。ただ管内企業の充足は

昨年、管内高校生で 50 人、管外からの受入で 88 人となっており、管外からの

受入が多い状況となっている。 

 

 ■DX・品質管理について 

 ・燕市主導で受発注の DX 化を進めていると思うが、なかなか燕のメーカー・

加工屋の参加が進まない、また発注側の商社の参加が進まないという状況で



あるので、燕市の職員がもっと呼びかけて進めていくべきないかと思う。若

手経営者が増えてきているので、柔軟にやれるところにきているのではない

か。 

 ・工業部会主催で半導体トップメーカー出身の講師を招いて品質管理セミナ

ー、工技総研の方から DX の事例紹介の２本立てでセミナーを開催した。県外

で仕事を探せば必ず品質を含めた管理体制が問われるはずなので、今後も継

続していきたい。 

 ・商工振興課と連携して市内事業者向けに DX アンケートを取得中。その結果

を踏まえて具体的なニーズを施策に反映していっていただけたらと思う。 

・1 年前に DX コンサルをやりはじめて、ここ 1 年で 100 社以上の申し込みを

いただき、当初想定していた倍の申し込みがあった。事業者の中でも徐々に関

心が高まってきている状況かと思うので、このあたりについて例えばコンサル

料の一部を助成していただいたりするとなお良いと感じている。 

 

 ■SDGs、省エネについて 

 ・燕市の脱炭素推進協議会の委員をやっていて、会議では製造業がメインの

地で製造業の協力が不可欠という話になるのだが、企業がやるやらないのモ

チベーションの議論が全く出ないため、何もなしで進めても誰もやらないの

ではないかと思っていた。 

 ・太陽光をあげて、パネルの廃棄の問題はどうなるのか、廃棄の費用が利益

を出た分を上回るのではないかとか、そういった正しい知識も、わかる人わ

からない人様々なので情報発信されたほうがいいのではないかと思う。 

 ・名古屋においてもカーボンニュートラルはまだまだ。ただ SBT 認証を大手

が取り出せば必ずサプライチェーンでまわして削減というかたちになってい

くと思うので、やはり情報発信はしていくべき。 

 ・大きいガラス張りのエントランスのガラスに内側から遮熱フィルムを貼っ

たが、だいぶ日光がカットされて涼しくなった。こういう細かいことを少し

ずつやることで省エネにつながるのではないか。 

 

■まちなかにぎわい・創業・空き店舗について 

・高騰する人件費を考えると個人店は強いと思うので、空き店舗のところに 4，

5 件がかたまってお総菜屋などそういうお店がまちなかにあると人が来るの

ではないかと思う。 

・キッチンカーなどでイベントに出ている方もいるが、それだけで生計立てて

いくのも難しい部分があると思うので、そういう人たちを早めに空き店舗の

活用に持っていくとまちなかも賑わっていくのではないかと思う。 

・各店舗の勝ち負けがはっきりしてきており、それが加速している印象。内容

による勝ち負けもそうだが、立地条件による勝ち負けがはっきりしてきてい



る。商店街では経営する側、客側ともに高齢化してきており、ある程度収入

が決まっている高齢の方々が物価高に押されて各商店へ足を運ぶ回数が減っ

ているのではないか。 

 

 

■その他 

・熟練工がどんどん卒業して生産が非常に厳しくなってきている中で、燕市

から補助金をいただき一つの工程だけはなんとかできたが、これからも外注

さんがどんどん卒業する、今度は機械を買っただけでは引き継げるような甘

いものではないので、業界で準備をしていかなくてはならない。 

・つばめ物流センターの下水道・下水処理施設の老朽化が激しく、燕市に陳情

したり、団地内企業に情報共有を行っている。こういったことはたぶん日本全

国で起きていることで、ぜひそのインフラの整備について国や県に言うなり声

を大きくしていただきたいと思う。 

・磨きの職人が非常に少なくなってきて、今までお願いしていたところが出来

なくなり他でとなると、実質値上がりとなる。それで見積りを出すとそれだっ

たら要りませんと断られるケースが実際にある。 

・例えば、使わなくなった学校で研磨やプレス、ベンダーなど設備を集めて、 

サンプルを 1つだけつくったり、会社を立ち上げるまでには至らない、フリー

ランス的な職人の方にそこを貸してつくってもらうとか、そういった取組があ

れば空き学校の利活用としてもアピールできるのではないかと思う。 

・既存の商品・技術をマッチングさせるのも大事だとは思うが、やはり新しい

商品をつくっていくことが、全国的にも知名度を上げることになるし重要と思

う。 

 

４．その他 

 特になし 

 

５．閉 会 

 


